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 In the current study, we developed a digital device responding to learner’s gaze, named “dictionary lookup system by gaze：DLUSG”. In order to decrease psychological stress English learners have when they look up an English dictionary, DLUSG automatically displays the meaning of a word based on learner’s gaze measured by an eye tracker. University students participated in this experiment. Participants were asked to summarize English text with DLUSG and evaluate the system. The results showed that English skill of participants affected the evaluation.          
―――――――――        
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示する英語学習教材”視線辞書引きシステム「dictionary lookup system by gaze：DLUSG」”(以下DLUSG)を開発
し、大学生を対象に実験を行った。  2. 方法 2.1 参加者 
埼玉県下の大学生 2 名（男女各 1 名）が実験に参加




刺激呈示用コンピュータとして、Panasonic社のLet’s note CF-B10を使用した。  2.3 DLUSG Unity社のUnity5.0を使用して作成した。呈示される
英文として、日本英語検定協会が公開している英検の















































イスがEyeX  3. 結果 3.1 英語テスト 
参加者の英検 3 級試験結果は、それぞれ 9 点・14 点
であった(15点満点)。そこで、前者を低得点参加者（以
下、低得点者）、後者を高得点参加者（以下、高得点者）






























字が小さい 2 1 
目が疲れる 4 4 
 
表3 英語に対する態度 (1「全くあてはまらない」から 5「かなりあてはまる」の5件法)  低得点者 高得点者 



























































































してノートパソコンを使用したため、ディスプレイが15.6 型とやや小さくなり、このことも制約要因の 1 つ
となってしまった。EyeX 自体は 27 インチまで対応可
能であり、大きなディスプレイを使用することで、注
視点のズレにも配慮しつつ、より多くの情報が呈示可
能となり、システムを効率化することができるだろう。  5. おわりに 
本研究では、視線に応じて英単語の意味を呈示する
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